
１. 教育・保育の質の向上

① 研究テーマ：『子ども達のやる気育て』

・職員の連携の強化

　　　　3才以上児の遊ぶ姿を職員が観察して疑問に感じたり、推察して園内研修で意見を述べ　　　　　　　　　　　　　　

　　　合い教育・保育観を共有した。子どもの自主的な発言「○○したい！」を叶えるようにクラス

　　　の枠を超えて実現していった。

　　　休憩タイムを利用し、いろいろな経験年数の職員が話し合える場を設け共通理解ができる

　 ような環境を設定し、職員のチームワークづくりに力をいれた。

・環境構成の改善と充実

行事の効率化ではなく、職員が十分に話し合い入念な計画を基にして子どもが主体となる

ように改善していった。

２. 安定した運営

① １号認定を含めた定員数の園児確保

・職員の確保

土曜保育に非常勤職員を配置、また事務的業務(集金作業等)の負担軽減をおこなった。

・途中入園の積極的受入

可能な限り入所を受け付け、東京・仙台からの里帰り等の園児も受け入れもおこなった。

・ブログによる園のPR

10～2月までの5ヶ月間毎日ブログ更新をした。特に3月1日は一日のアクセス数が千に達

し、月の累計も5ヶ月間一万超えを記録した。保護者、家族はもちろん、知人や親戚、職場

へとスマホから派生したものと思われる。リアルタイムで発信し、こどもの笑顔に癒されると

好評を得た。

② 地域の子育て支援ネットワークづくり

・子育て支援事業の充実

園開放を1回→2回に増やし他園との開放日と重ならないようにし、利用者数の増加につ

なぐことができた。園開放日、開放時の来園者の様子をブログにて発信。

ママのリフレッシュタイム（クリスマスリース作り）を初開催する。保護者も子どもから離れ、

保護者同士や保育者を交え、和気あいあいとした雰囲気でリース作りを楽しむことができ

た。

28年度は新規15名→29年度21名と利用増となる。1歳児の入園希望は入園可能児を超

える申し込みとなった。
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